
（廃棄物等総排出量、廃棄物最終処分量及びその低減対策）

廃棄物分別の徹底と排出量の把握・公表

東京工業高等専門学校

　本校では、従来からゴミ減量及び資源化に取り組んできたところですが、ゴミの分別を徹底す

るため、八王子市の７区分に従い、建物内外のごみ箱置き場に７区分のゴミ箱を設置しました。

  職員及び学生には、各室の清掃の励行及びゴミの分別区分と分別の徹底についてＰＲするこ

とにより、環境に対する意識の高揚に努めています。

処分は、関係法令を遵守して適切に行っています。

　今後は、学生と協働して、分別状況の調査やゴミ箱の適切な配置などについて検討し、ゴミの

減量と資源化を推進することにしています。

　廃棄物の排出量は、的確に把握し、公表しています。

　【ごみの区分】

    １）可燃（もやす）ごみ（生ゴミ、紙くず、絆創膏、写真等）

    ２）不燃（もやさない）ごみ（ラップ類、菓子の袋、ゴム、金属類、ガラス等）

    ３）プラスチック（発泡スチロール、カップ麺の容器、ボトル容器等）

    ４）カン（飲料用の缶、缶詰の缶等）

    ５）ペットボトル（飲料用）

    ６）ビン（ドリンクのビン等）

    ７）有害ごみ（乾電池、蛍光管等）

　【廃棄物の排出量】
　　　本校のホームページに掲載し公表しています。
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